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幼児の食曙好と食生活の問題点

青柳 領(福岡大学スポーツ科学部)

sad eating habits in childhood: A review 

Osamu Aoyagi 

Abstract 

This study reviewed the problem of bad eating habits at home among Japanese children and examined the different 

relationships among these habits. The Fundamental Law of Food Education (Shokuiku・Kihon-Ho)was established in 

2005， and Japanese and local govemments have conducted various movements and events to correct poor eating habits. 

However， these education/nurturing programs for childhood eating have generally been done at home by families. The 

current level of lifestyle-related diseases in childhood indicate that problematic eating habits deserve our attention. Bad 

eating habits are serious because child obesity influences adult health even江itdoes not result in disease. 

Many studies point out the importance of 1) how to eat， such as eating too much， not eating the same amount 

of food at each meal， eating too little， and eating while doing other things， 2) the amount and time of eating snacks 

between meals， 3) not eating breakfast， 4) unbalanced meals and eating only a few different foods， 5) eating instant 

food and snacks， 6) eating alone， which promotes an unbalanced diet compared with eating with many people， which 

promotes a more desirable diet， 7) correcting an unbalanced diet by having a child help the mother make a meal， and 

8) the influence of the mother on the child's eating habits. 

Food problems are closely related to each other because， for instance， too-much eating between meals affects the 

amount of supper eaten， too many bedtime snacks result in skipping breakfast， and not eating breakfast leads to eating 

too much for lunch. A relationship between eating alone and consuming an unbalanced diet and eating toge出erand 

consuming a well-balanced diet has also been found. In particular， the mother's overprotection， the mother's knowledge 

of food， and how long the mother spends making the child's meals affects whether the child has good or bad eating 

habits. Thus the attitude of the mother regarding her child's eating habits is important. 

Finally， it is suggested that recognizing the mother's influence on her child's eating habits is important， and出at

other adult family members must cooperate with each other and compensate for any insu節ciencythat results仕omhav-

ing a mother who works outside the home. 

Key words: children's life-related disease， eating alone， unbalanced eting 

1 .はじめに

2005年に食育基本法が制定され、国や地方公共団体が

施策をつくり、生涯にわたるライフスキルとして栄養の

知識と食事の選択能力(村田， 2005)を身につける試み

がなされている。食育には、より発展的な食文化の普及・

啓発や日本の食糧事情への問題意識を深めること(村田，

2004) も含まれているが、 1980年以降増加傾向にある小

Faculty 01政 'althand Sporl Science， Fukuoka University， 8・19・1Nanakuma， Jyonanku， Fukuoka. 814・0180
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児生活習慣病の原因(二宮， 2006) として幼児期の食噌

好や食生活が重要である(坂本， 2000) ことが指摘され、

健康面からも栄養バランスの乱れなど現代の食の問題点

を是正することも重要な目標となっている(二見， 2004， 

2008 ;河野， 2004) 0 このような問題点は1980年ごろに

も既に指摘する報告はあった(村田， 2006)が、改善さ

れるどころか、逆に悪化しつつある(藤沢， 2002， pp. 

48-50 ; 山口・水野， 2006， pp.220-221.) 0 しかし、自

主的に食事を選択することができない幼児にとっては身

近な家庭環境内での食生活上の問題点の改善が、幼児自

身への啓蒙よりも重要である(大木ら， 2003;大森，

2000 ;山口・水野， 2006， pp.159-189.)。食育に相当す

る食に対するしつけや教育も従来は家庭において保護者

などによって行われてきたものである(杉浦， 2008a)。

しかしながら、本来は家庭でなされるべきものがなされ

なくなってきたことが、保護者に代わり、国や地方公共

団体が中心となって取り組む(酒井， 2004， 2007) よう

になったことも 1つの原因と考えることができる。そこ

で、本研究は幼児の身近な家庭環境を中心に食噌好や食

生活についての報告、調査、先行研究を概観し、その問

題点、を整理する。

H.小児生活習慣病と食生活の問題

近年子どもの生活習慣病ともいえる「小児生活習慣病J
が注目されている(杉浦ほか， 2007)。小児生活習慣病

とは、肥満(古橋ほか， 2001;太田， 2006)、高血圧

(根岸， 2000， p.240. 内山， 2006)、高脂血症(有阪，

2001 ;岩田・岡田， 2006)、糖尿病(杉原， 2001;浦上，

2006) など本来は成人の代表的な疾患であった成人病が

既に小児期に発症することを示し、 1996年までは「小児

成人病Jとも呼ばれていた(根岸， 2000， pp.224-243. 

杉浦ほか， 2007;山口・水野， 2006， pp.159-189.)。例

えば、幼児期に既に血清総コレステロールや動脈硬化指

数が高い者が多くなっている(根岸， 2000， pp.222-316. 

岡田， 2001) 0 加えて、小児生活習慣病には発症年齢が

早期化した事例以外にも、小児期にその原因や兆候があ

り、 40歳以降に発症する場合も含まれる(村田， 1990)。

これらの主な原因としては体質や遺伝も考えられるが生

活習慣があげられる(根岸， 2000， pp.224-243.)。生活

習慣には定期的な運動の不足も関与しているとは思われ

るが、食晴好や食生活の影響が最も大である(岡田，

2001 ;大国， 1991a) 0 

高脂血症児の食生活の共通点を保崎(1991) は、「肉

類、魚類、牛乳、脂肪類、菓子類、晴好飲料、食塩の摂

取が多いJr野菜や果物類の摂取量がやや少ない傾向が

あるJr調味料では砂糖、塩、 トマトケチャップをよく

使うJr間食を欲しがるときに食べているJrおやつを食

べても 1日の食事量が変わらないJrスナック菓子をよ

く食べ、乳酸飲料、牛乳、ジュース、炭酸飲料をよく飲

むJr塩物の魚、脂身の肉類、煮た野菜、米飯をよく食

べるJとまとめている。また、藤沢 (2002，pp.45-52.) 

はコレステロールや中性脂肪の多い子どもに共通する典

型的な食生活の例として「朝食を抜き、インスタントラー

メンやハンバーグ、市販の加工食品ばかりを食べ、夜遅

くまでテレビを身ながら夜食を取るoJとし、他にも

「①獣肉の取り方が多く、それに伴って動物性脂肪の取

り方が多い。②魚は一般に嫌いである。③野菜や海藻類

が嫌いで食物繊維が少ない。④塩分の取り方が多い。⑤

インスタント食品、レトルト食品などの加工食品が多い。

⑥おやつの時間や量に決まりがなく、ダラダラと食べて

いる。⑦朝食の欠食が多く、食べても量が少ない。⑧間

食を取ったり、夜食を取るなど食事が不規則である。J
と特徴づけているo

子ども全体の 5-10%に肥満傾向がみられ(村田，

1990)、肥満が原因となる小児生活習慣病はごく限られ

た者だけの疾病ではなくなっているo 特に肥満は上記の

小児生活習慣病の重税(多代謝症候群;朝山， 2001) に

もつながるといわれている。肥満児の食生活の共通した

特徴として、保崎(1991) は①大食い②早食い③脂っこ

いものが好き④甘いものが好き⑤肉類が好き⑥ジュース

や炭酸飲料が好き⑦野菜が嫌いの 7点をあげている。ま

た、現在の肥満児の食事では糖質を非常に多く摂取する

といった、かつての「粗食大食型Jではなく、肉類を好

む「美食過脂肪型Jが増えているという特徴がある(村

田， 1990) 0 この点に関して、坂本(1990) は「健常な

子どもも小児生活習慣病の症候のある子どもと同じ食物

摂取傾向にある。これは現在は症候がなくとも、もしこ

のままの状態でいけば将来は発症する可能性があること

を示している。Jと指摘し、現在の食生活が「小児生活

習慣病予備軍(二宮， 2006;小田ほか， 2007;高野ほか，

2005， pp.1-4.) Jとなる可能性に言及している。

m.一般的な子どもの食生活の問題の概観

小児生活習慣病を発症していない子どもにも食生活の

問題がないわけではない。一般的な子どもの食生活の問

題点として、保崎(1991)は「①朝食の取り方が悪い、

②間食や夜食が多い、③偏食が多い、④糖分や脂質が多

い、⑤食塩の摂りすぎが多い、⑥インスタント食品やス

ナッ夕食品が多い、⑦食物繊維が不足している、③カル

シュウムが不足している、⑨獣肉や鶏肉が多く、魚が少

ない」点をあげている。また、本田(1990) は子どもの

食事の現状を①朝食ぬきが多い②間食や夜食が多い③糖
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質や脂質が多い④インスタント食品やスナック食品が多

い⑤野菜の摂り方が少ない⑥獣肉が多く、魚が少ない⑦

カルシュウム不足⑧食物繊維が足りない⑨食塩のとりす

ぎ⑩偏食が多い⑪固い物を食べないとまとめているo

望ましい生活習慣病予防のための子どもの食事指針と

して、本田(1990)は、①和洋中華折衷食にする②偏食

しない③食物繊維を十分に摂る④低食塩⑤砂糖を摂りす

ぎない⑥カルシウムを十分に摂る⑦食品の数を 1日30品、

同じ物をくり返さない⑧味付けはおいしく⑨3食きちん

と食べる⑩ゆっくりよく噛む⑪食卓を楽しく⑫食卓に空

腹で向かわせる⑬間食の位置づけを考えるという 13項目

をあげている。そして、保崎(1991) は、健康的な食生

活のために「多様な食品で栄養バランスを 1日30食品以

上をとるJr生活活動に見合ったエネルギー摂取Jr脂肪

は摂りすぎず植物性の脂を多めにJr食塩は 1日lOg以

下にJr心の触れ合う楽しい食生活」という「健康づく

りのための食生活指針(厚生労働省， 1985) Jを引用し

ている。また、村田 (1988) は、①生活リズムを確立し

て夜食の食べ過ぎや朝食の欠食をなくす②家族との食事

の時間を共有する③インスタント食品やレトルト食品に

ついての知識を普及し、正しく活用する④おやつにスナッ

ク菓子に偏らないようにする⑤食品の品数を増やし、バ

ランスのとれた食事にする⑥総摂取エネルギーと塩分の

過剰摂取をしないという指導の必要性を指摘している。

このような幼児期の食生活の問題点は、成長期を通し

て徐々に矯正していけばよいとする考えも当然ありえる

だろうが、早く生活習慣病になる恐い生活習慣、特に食

事の習慣の「刷り込み(藤沢， 2002， p.29) Jはすでに

幼児期から始まり、その食事の晴好は一生続き、その後

の一生の健康に大きく関与していく(藤沢， 2002， p.29; 

根岸， 2000， pp.131-220.) ということを考えると、幼

児期の食生活はもっと重要視される必要があるといえる

(大国， 1991a) 0特に、太田 (2006) は、肥満児の治療

には食事療法など早期の治療が効果的であることを指摘

している D

1V.個々の食生活の問題

1 .食べ方の問題

一般に、現在の子どもは豊かな社会経済環境や24時間

営業のコンビニエンスストアの普及を背景にした飽食の

時代(太田， 2006;米国， 2002)のもとで過食の傾向に

ある。過食は体格や運動量との相対的なもので、多食と

は区別して考えられるo しかし、食べ方の問題は「食べ

過ぎ」だけではなく、逆に「少食Jr遊び食ぃJr食べ方

がおそいJrむら食いJの問題もある(藤沢， 2002， pp. 

11-24. ;;恨岸， 2000， pp.217-220. 山口・水野， 2004， 

pp.137-140.) 0鈴木(1985) は母親の20%以上は自分の

子どもの「少食Jr遊び食いJr食べ方がおそいJrむら

食い」を気にしていると報告し、山口・水野 (2004，pp. 

4-5.) はこれらの問題が1985年以降も増加傾向にあると

報告している。ただし、江田・ jJ:美(1984)は、幼児の

食欲が生活状態や環境などの変化によって微妙に変化し

たり、心理的にも影響を受けやすいことをむら食いの原

因と報告し、発達過程の一現象であり、健康上は問題が

ないとしているo

2.間食の問題

幼児期では 1回の食事で十分な量・を食べられないこと

もあり、flIJ食は補食としての重要な意味をもっ(根岸，

2000， pp.193-197. 山口・水野， 2004， pp.133-137.)0 

しかし、外出先でお菓子を与えてこどもの機嫌をとった

り、電車や車の中でも泣けば食物を与えるなど親は子ど

もたちを過保護にしてしまい、間食を子どもの望むまま

に与え、規制できない状態になっている(太田， 2004; 

山口・水野， 2006， pp.4-5.)。また、親も間食について

は食事ほど気を使わないことも多く、特に親が外で働い

ている場合、多くの問題がある(大国， 1991b; i岡井，

2007)0 間食の与えすぎはエネルギーのとりすぎにより

肥満につながる(高野ほか， 2005， pp.1-4. 山口・水

野， 2004， pp.128-144.) だけでなく、食事と間食の区

別が実質なくなってしまう(足立， 1991) 0結果、与え

方が適切でなければ結果的にダラダラ食いになって夕食

時に空腹でなく、食欲がなくなってしまう(大l乱

1991b ; IJJ日・水野， 2004， pp.128-144.) 0武藤ほか

(1965) はキャラメルなど飴菓子類をよく食べる子ども

は食事を喜んで食べない子どもが多いと報告している。

したがって、間食の量は次の食事に影響を与えない程度

に規則的に適量を当てることが重要である(江田・井美，

1984)。

量に関してだけでなく、内容に関しても問題が指摘さ

れている。実際にはスナック菓子、カップラーメン、ジュー

ス類(大岡， 1991b)、チョコレート、飴の類(村田.

1991a)、果物、アイスクリーム(江田・井美， 1984)な

どが多い。つまり、手作りの間食がみられず、市販品に

依存している(江田・井美， 1984;水野， 2004， pp.218-

227)0市販品は一般に糖分と脂肪が多い傾向があり(根

岸， 2000， pp.195-197. 大国， 1991b;高野ほか，

2005， pp.1-4.)、本来であれば、いも類、小麦粉、牛製

品といった食品の素材全体を使った手作りのおやつが望

ましい(山口・水野， 2004， pp.135-137.) 0素材全体を

使うことにより、単に蛋白質、脂質、糖質といった栄養

素のみでなく、ビタミンやミネラルなどの重要な栄養素
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も補給できる(村田， 1991a) 0 2006， pp.128-144.)。いずれにせよ、栄養が偏ることに

は相違ない。例えば、子どもが好きな「オカアサンヤス

3.朝食の欠食

朝食を食べないという欠食も問題になっている。朝食

の欠食は、朝食を摂ることにより本来朝に上がるべき血

糖値が十分上がらず、午前中の身体活動が鈍く、眠気、

あくび、倦怠感などの原因となるといわれている(戎・

戎、 2001)。また、朝食を抜くと逆に昼食の量が増えて

しまい、 ドカ食いをしてしまい、肥満の原因ともいわれ

ている(戎、 2000)0 山口・水野 (2006，pp.218-227.) 

は幼児の朝食欠食は10%程度と報告している。大半の者

が欠食しているわけではないが、その後、この比率は成

長期を通して増加する傾向にあり(保崎， 1991)、幼児

期の欠食経験はその布石となることが考えられる。欠食

の理由として、江田・井美は(1984)r登園ぎりぎりま

で寝ているため食べる時聞がないJr就寝前におやつ

(夜食)を食べるので翌朝には食欲がないJが多いと報

告しているo また、子どもの原因のみならず、母親自身

が朝寝坊して朝食を作れない場合も多い(江田・井美，

1984)。これらの根本的な原因としては生活リズムの夜

型化があげられる(太田， 2004;玉井， 2004)。夜遅く

まで起きていれば当然空腹になり、その結果、夜食の摂

取に結びつく o 就寝時間が遅くなるほど夜食の摂取回数

が増え、翌朝の起床時間や朝食時の食欲に栄養を及ぼす

ことになる(高野ほか， 2005， pp.115-136)。

4.栄養のバランス

本田(1990)や保崎(1991)は特定の栄養素に偏らな

いで栄養のバランスをとるために食品の数を 1日30品を

摂ることを推奨している。また、根岸 (2007，pp.13-15.) 

は幼児の場合は25品目程度でも十分であるとも述べてい

る。いずれにせよ、栄養のバランスとは特定の栄養素や

食品に限定せず、多様な品数の食物を摂ることにある。

しかし現実的には、朝食がパンで副食がない場合や昼

食にインスタント食品だけの場合があったり、朝食と昼

食が全く同じメニューだったりしている場合が多く、特

に朝食がパン食の場合、米飯食よりも副食がない場合が

多い(三田村ほか， 2007;中川， 1985a)。

母親の調理の問題ではなく、子ども側の問題としては

偏食の問題がある。偏食の中には、ある食品のみ好んで

食べる場合と、逆に特定の食品をいやがってほとんど食

べない場合の 2種類があり、一般に偏食という場合は後

者をさす場合が多い(村田， 1991b)。一般に、食晴好と

しては酸味や苦味は嫌う子どもが多く、逆に甘みや塩味

は好まれる(掘尾， 2004)。食物としては、肉類は好ま

れるが、野菜を食べない子どもは多い(山口・水野，

メJ型メニュー(オムレツ、カレーライス、サンドイツ

チ、やきそば、スパゲティ、目玉焼き;中村， 2001)で

はビタミン類やカルシウム不足が指摘されており(中川，

1985a)、子どもの好きな料理だけの献立では栄養バラン

スが悪くなることが予想される。偏食の原因として家族

に偏食する者がいたり、家族がおいしそうに食事をして

いないと子どもも影響を受け、偏食する傾向がある。保

護者の幼児食に対する認識不足、多忙・過労による調理

時間の不足なども原因する。逆に同年代の偏食の少ない

子どもとの会食は偏食の予防に役立つといわれている。

(高野ほか， 2005， pp.115-136.) また、食事を作る母親

に偏食があると自分自身が嫌いな料理は自然と調理しな

いようになったり、夫である父親が妻である母親が作っ

た料理に文句や注文をつけると子どもも好き嫌いをいう

など親に好き嫌いがあると子どもも好き嫌いをいうよう

になるといわれているo (根岸， 2000. pp.131-220.) さ

らに、母親からすれば魚は料理が面倒で、生臭く、値段

も高いが、肉や肉加工品は調理済み食品や加工済み食品

が多く手軽に使え、安上がりという意識が強いので、子

どもの「肉好き、魚嫌いJを親が助長しているとの指摘

もある(藤沢， 2002， pp.11-24.)。

ただ、子どもが偏食をする場合は、危険回避の防御的

行動がほとんどだと考えられているo 子どもの偏食する

食品について共通していることは、「味が悪いJr臭いが

おかしいJr舌ざわりが悪い」といったことがあげられ

る。このことは子どもの側にいわせれば本能的に危険な

食べ物を避けようとしていることに他ならない(村田，

1991b)ので、その矯正には慎重な対応が必要で、一方

的に嫌いな物を強いることは避けるべきである。例えば、

本田(1990)は「あまり厳格すぎると拒食を起こし、一

方、嫌いな物を食べなくてもよいとする育て方は我慢強

さ、忍耐力がなくなり、何事にも立ち向かうという精神

に欠けてくる。jと偏食矯正の難しさを指摘しているo

5.食噌好の洋風化

従来の伝統的な日本食の料理とは、魚、豆腐、緑黄色

野菜を豊富に含むもので、動物性脂肪の摂取が抑えられ、

緑黄色野菜の摂取が増加することが期待できる(村田，

1991b)。また、食物繊維も多く、高脂血症の予防や食事

療法としても望ましい特性を持っている(村田， 1990)。

しかし、近年は、インスタント食品やスナック菓子など

の加工食品の普及やファミリーレストランなどの外食産

業の影響で、子どもの食晴好が洋風化している(根岸，

2007， pp.16-18.)0 
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平野(1986)は「インスタントラーメン、調理済み冷

凍食品、レトルト食品のようなほとんど手を加えないで

食べられる加工食品が著しく増加しているo おやつの種

類も豊富になり、いろいろな間食市販品が氾濫している。

これらの加工食品や間食市販品の中には食品添加物が使

われているもの、糖分や塩分の多いもの、高脂肪高カロ

リーのものが多く、子ども遠の健康に及ぼす影響が危倶

されている。jと加工食品の多用への注意を述べている。

また、村田 (1988)は「スナック菓子の主成分はでんぷ

ん、砂糖、油、食塩であり、口当たりがいいので食べ過

ぎてしまう o また、でんぷんのように精製された食材に

はビタミンやミネラル等が少ない」とも指摘している。

この点に関しては、食事中のコレステロールの増加は動

物性食品の増加に由来し、植物繊維の摂取の減少は精製

食品、加工食品、スナック菓子の噌加、そして逆に食材

自体の使用が少なくなったことに由来する(坂本，

1990) という指摘もある。同様に、ハンバーガーなど外

食 Uakeaway food)やインスタント食品には意外に大

量の塩分が含まれている。例えば、インスタントラーメ

ンには約 2--3gのナトリウム (Na) が含まれ、これ

を食塩に換算すると 5gを超える(村田. 1990)。つま

り、子どもの食塩摂取量の目標値は 3-5gが望ましい

(根岸. 2000， pp.240-243.) といわれており、ラーメン

一杯で 1日の目標値に達してしまっていることになる。

実際、現在の子どもは目標値を上回る 7g以上の食塩を

摂取している(坂本. 1990) 0 幼児が塩辛い物を好む傾

向は暗に家族全体が食塩濃度の高い食習慣にあることも

意味しており(坂本 1990)、問題は家族全体に及ぶこ

とになる。しかし、母親を対象としたアンケート調査で

は加工食品を利用する理由は作り手の理由である「手軽

で便利Jr調理時間の短縮Jがほとんどで、食する側の

栄養やおいしさを考慮したものではなかった(中川，

1985b)ロこれは外食やファーストフードに関しても同様

なことがいえるであろう D

6.共食の人数

食事を栄養素の面からでみるばかりではなく、だれと

食べるのか、何人で食べるのかなど共食の問題も重要で

あるo (足立. 1991;足立・柳川. 1980;江田， 2006; 

中川. 1985a;武見・足立. 1994;米田. 2002)。足立

(2001)、岩崎 (2008)、酒井 (2004)、武見・足立

(1994)は子どもに食事の絵を描かせると、「広い食卓に

一人で座り、カップラーメンを食べている。部屋には他

の人影はなく、テレビだけがついている。」場合があり、

一人食べが多いことを指摘している。子どもが一人で食

べる「孤食Jでは子どもはあらかじめ用意された料理を

冷蔵庫から取りだし、一人で食べることになる。内容は

その子どもを中心につくられ、いやな物は食べずに残す。

残してもその場に大人がいないので何も注意されない。

偏食がまかり通ることになる。そして、テレビを見なが

らだらだらと食事を続けても、それを注意されることは

ない。また、一人分なので比較的少量・単品の食事内容

ですんでしまい、たとえ多く種類の食事を用意しでも、

少人数では食べきれないことにもなるので、つい豊富な

献立や多極類の料理が作られにくい。したがって、共食

の人数が少ない場合の食事は栄養バランスという点から

必ずしもよいとはいえない(足立. 1991) 0 一般に、孤

食の実態調査などで確認されている問題点として、①小

食、多食、過食など食事の量が適正でない②菓子類が多

い、野菜を食べない、ファーストフードが多いなどの食

事の種類の偏り③早食い、だらだら食いなど食事時間が

適正でない④間食の食事化、食事の間食化など間食と食

事が明確に分離されない⑤味に偏りがあるなどの項目が

あげられている(足立. 1991)。

反対に、三世代家族や多人数の家族が一緒に食事をす

るとなると、世代が異なり、異なった健康状態や異なっ

た食I帯好や食物観を持つ複数の家族それぞれに合わせた

多種類の食事づくりが必要になる。そして、豊富な献立

は料理の種類だけでなく、その量も全体として多くなる。

家族構成員が多くなければ何種類かの料理をみんなで分

けあって食べることができる(平野. 1986) 0 このよう

な献立は結果として、種類の異なる料理や材料が揃い、

栄養素構成も優れてくる可能性が出てくる(足立.1991)。

他にも足立 (1991)は「日曜日に父親と一緒に揃った食

事の時間を約束して f食事までみんなで待つjことによっ

て、だらだら食いから脱出の可能性を体験的に知り、家

族ぐるみでそれを認識し合った」という共食の人数と適

正な食事時間との関連のエピソードを紹介している。他

にも長谷川ほか (2001)は幼児の食時好が食事を共にす

る友人や家族の食晴好に影響を受けると報告している。

7.お手伝い

一人で食事を食べるときには、「すでに一人分だけ準

備された食物を食べる場合J、「食べるときに一人分だけ

準備してもらう場合J、そして、「自分で冷蔵庫などから

出して食べる場合」などがあるが、いずれの場合も作業

量は少なく、手伝う機会は少ない。これに対し、家族な

どが何人か集まって食事をするときは、人数の分だけ調

理作業も多く、手伝わなければならない場面が多くなる

(足立， 1991) 0 自らも食事を作るということは食品の知

識や食品の選択力を高める「食育J(杉浦. 2008b) を育

む上でも必要であるが、つくると食べるには密接な関係
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があるといえる。例えば、足立(1991)は「おひたしの

嫌いな子が作る側になり、会食者のすべての人々におひ

たしを配ることになり、考えあぐんだ末に、自分自身の

器にほんの少しだけ盛りつけたことがきっかけになり、

自分からおひたしが食べられるようになったJr学校給

食でにんじん嫌いの子が祝いの日のメニュー作成の担当

になって、飾り寿司に赤いにんじんを飾ってクラスメー

トに喜ばれてからにんじんが好きになった」事例を報告

しているo

8.母親の子どもの食生活への意議

塚原 (2003)は、大人は自分で行動を選択できるが、

子どもは家族が選択した枠の中でしか行動できないので、

子どもの食は大人たちの食の直接的な反映であると指摘

している。幼児期の食生活は主として母親個人の努力に

よって支えられている而が大きい(棚橋， 1975) 0 例え

ば、江田・井美(1984)は、幼児の食生活を調査した結

果、牛乳の摂取量が低く、この原因として「幼児自身が

牛乳の摂取を拒むのではなく、家庭では母親が積極的に

与えない限り摂取することは難しいJと報告している。

しかしながら、母親が食生活で気になっていることを調

査した鈴木(1985)の報告では、子どもの「食べ方が遅

いJrむら食ぃJr遊び食いJr小食」が多く、母親自身

が気をつけなければならない「インスタント食品の摂取J

「塩分の摂りすぎJr甘いものの与えすぎ」などをあげる

者が少なく、母親の食事に対する認識が自らに向いてい

ないことを示している。同様に、子どもの不定愁訴を調

べた岩崎 (2008) の調査で、「朝食で主食のパンに卵や

野菜を添えるどころではなく、 トーストさえしていない。

冬であっても冷蔵庫から出したままの牛乳で、暖めると

いう一手聞が入っていなしE。つまり、母親の中には子ど

ものために食事を調理して食べさせようとする親の姿勢

がみえてこないJ事例を示し、母親の食事を調理しよう

とする姿勢の大切さを指摘している。

9.母親の就労と子どもの食生活

最近は母親が外で働く共働き傾向が強くなっている

(太田， 2006) 0 母親が労働に参加することにより、労働

のための時間を生み出す必要上、いきおい生活時聞が切

り詰められることになる。中でも調理時間の短縮や簡略

化になりやすい(平野， 1986) 0 例えば、小山ほか

(1978) は「就労している母親は食事用意の時間が少な

い。時間の使い方からみて食事が簡単で、内容的に貧し

い」と報告している o 同様に大国(1991a) は「手抜き

状態におかれることが少なくない傾向にある。」と指摘

しているo

そして、就労の関係で母親の帰宅時間が遅くなる場合

が多い。それにつれて夕食開始時間が遅くなることにな

る。必然的に、夕食開始時間が遅くなることが闘から帰

宅後夕食までの閥にもう一回間食をすることになる(平

野， 1986)。したがって、専業主婦の母親以上に、子ど

もの帰宅時間から夕食までの間食が重要なるo しかし、

棚橋(1979)の調査では、就労している母の間食として

は、容器から直接飲食できるが栄養価の低いアイスクリー

ムやコーヒー牛乳が多く、栄養価は高いが原液を水で薄

めるなど手間のかかるカルピスは少なかったと報告して

いるo

また、就労している母親は日中子どもの行動を観察す

ることはない。したがって、その間の子どもの食生活へ

の適切なしつけや指導は不可能となる。保育園と幼稚園

の食生活を比較した平野(1986)の調査では、保育園の

子どもの方が幼稚園に比べて、間食で甘味飲料やスナッ

ク菓子を摂取することが多く、結果として閲食からエネ

ルギー摂取量や砂糖の摂取量が多くなっていた。また、

間食の時間が決まっていない者が多かった(平野， 1986)。

これは保育園のほとんどの母親が就労者で、幼稚園では

家事専業者が多いことを考えると、母親の就労が主な原

因と考えることができる(平野， 1986) 0 同様に、「母親

が就労していて保育時聞が長い子どもには栄養バランス

が悪い比率が多く、口あたりはよいが栄養価の低い乳飲

料や炭酸飲料の使用率が高いのは自営業などを営む家庭

の子どもに多かった(棚橋， 1978) oJ r母親が就業して

いない子どもの『不足栄養素がないj者の割合が、常勤、

パート、自営、内職を含めて就労している母親の子ども

よりも少なく、ビタミンAの摂取に関しでも摂取量が少

なかった(棚橋， 1977) oJという報告もあり、就労して

いる母親の子どもの栄養状態は偏りがみられた。

他にも、「母親が就労している場合、特に勤務時間が

不規則な場合は朝食の欠食率が高く、高い材料費はかけ

ているが、栄養的に非常に偏った食事になっている(小

山ほか， 1972) oJという報告もあり、さらに、就労して

いない休日でさえ、「休日の時間は食生活の補いに使わ

れず他の家事に使用されている(本田ほか， 1974) oJと

いう指摘もあった。

v.結語

従来より、幼児の食晴好が洋風化し、高脂肪・高カロ

リーに傾き、栄養バランスが悪い点は指摘されてきてお

り、その結果として小児生活習慣病が注目されてきた。

その原因として経済状態の好転を背景にした都市型文化

生活が起因しているとみなされてきた。また、スナック

菓子やファーストフードも好ましくない食事として取り
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上げられ、 TVコマーシャル(鈴木J 1985)などで販売

攻勢をかける企業の責任を問う声もあった。しかし、様々

な食生活や食晴好についての研究成果を概観していくと、

多くの家族と共食することの利点や母親の子どもの食事

に対しての積極的な態度が必要であることが見直されて

きた。事実として、就労している母親は子どもの食晴好

や食生活に費やすべき時間が少なくなり、その結果とし

て子どもの食生活や栄養バランスが乱れることは認めざ

るをえないであろう o その点で、長谷川・今回 (2004)

は幼児の食行動の問題と母親の食行動や態度に統計学的

因果関係を見いだし、その重要性を再認識している。

ただ、本研究は、母親一人に責任をなすりつけ、母親

一人を悪者にしているわけではない。母親自身が子ども

の食事への積極的な働きを行うことの重要性を再認識し、

不十分な場合は、その役割を父親を含む同居人の大人が

補うことが重要であろうと考えられる。
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ラグビーの試合におけるフォワード選手の筋損傷の程度と

ゲーム貢献度との関連性

敦

田

上

中

上

戸

野

田

村

尊(福岡大学スポーツ健康科学研究科)

司(本郷学園本郷高等学校)

守(福岡大学スポーツ科学部)

純(福岡大学スポーツ科学部)

The relationship between Muscle Damage and Contributions of 

Forward Players to a Rugby match 

Takashi Toda 1>， Atsushi Nogami 2)， Mamoru Tanaka 3) and Jun Murakami 3) 

Abstract 

Objective: To examine the relationship between musc1e damage (blood indices=Myoglobin， Creatine kinase concentra-

tion) and contributions of forward players to a rugby match. 

Methods: Twelve elite amateur rugby players (mean (SE) age 20.8 (1.27) years， height 175.5 (9.15) cm， weight 90.2 

(13.28) kg， body fat 18.2 (3.25) %) participated in this study. The myoglobin concentration and the creatine kinase 

activity were measured before; immediately after; 45 minutes after; and 24 hours after a competitive rugby match. The 

study was conducted after the final match during the 2005・2006seasons of F university against FK university. The 

contributions of each player were analyzed using Power Analysis which was created by the NTT data Sanyo system 

Ltd. It is software which measures the contributions and outstanding performances of rugby matches. 

Resu1t: Myoglobin concentration and creatine kinase activity significantly increased after the match. Peak values for 

myoglobin concentration (750 (209.17) ng/ml) and creatine kinase activity (1154 (289.46) IU/l) were observed 45 min-

utes and 24 hours after the match. Positive and significant correlations were observed between the game contributions 

Gnc1uding attack and defense) and both peak myoglobin concentration (r=0.855， p<O.Ol; n= 12) and peak creatine 

kinase activity (r=0.720， p<0.02; n= 12). 

ConcIusion: The study demonstrated that musc1e damage and contributions of the forward players for rugby matches 

were profoundly related. A large proportion of myoglobin concentration and creatine kinase activity can be explained 

by physical impact such as the number of tackles and flip overs in the match. 

Key words: Musc1e Damage， Rugby， Game Analysis 

【緒言】
ものとは一体何なのかロどう戦えばニュージーランドや

オーストラリアのような強豪固に勝つことができるのかD

日本人には体格的なハンデイもあり、 80分間をプレーし

続けるスキルとパワーのトレーニングが最も重要な課題

とされている。すなわち、日本のラグビーが世界へ通じ

1995年の第 3回ラグビーワールドカップにおいて日本

のラグビーは、ニュージーランドに歴史的な大敗(145

対17)をした。日本のラグビーが強くなるために必要な

1) Graduale Schoo/ 01 Sport and Health Science， Fukuo，初 University，8・19・1Nanakuma， Jyonanku， Fukuoka. 814-0180 
2) Hm昭'OHI留hSchoo/， komagome， 4・11・1Toshimaku， Tokyo. 170・0003
3) Fi釘 U/，か 01Sporl and Health Science， Fukuoka Universi，か 8・19・1Nanakuma， Jyonallku， Fukuoka. 814・0180
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年齢(歳)

身長 (cm)

体重 (kg)

体脂肪(%)

体脂肪量 (kg)

除脂肪体重 (kg)

間欠式 Down-Runテスト (sec)

表 2 対象試合

平成17年度11月18日

表 1

FW全員

(N=12) 

20.8j: 1.27 

175.5 j: 9.15 

90.2 j: 13.28 

18.2 j: 3.25 

16.7 j: 4.73 

73.5 j: 9.06 

503.5 j: 80.99 

九州学生ラグビー順位決定トーナメント 決勝

F大学 62-5 FK大学

るものになる為には、ラグビーの試合における走パワー

の充実、つまり80分間の有酸素運動中、断続的な無酸素

的パワー発輝をいかに高いレベルで繰り返し再現できる

かが重要となる。

ラグビーのゲームにおいて、身体接触が頻繁に発生し、

その際に発揮されるパワー(自分の体重を相手にぶつけ、

相手を弾き飛ばす能力)の多寡が勝敗を左右することが

報告されている(上野、 1996)0スクラムやタックルな

どの瞬間的な接触の場面や、相手の防御網を突破する場

面でこの種のパワーは重要な要素となるとされている。

また、ラグビーは大きな筋損傷を引き起こし、その程度

はタックル数と密接に関係しており、筋損傷の原因がダッ

シュなどの試合中の断続的かつ高強度なパワー発揮やタッ

クル時の身体への直接的な衝撃であると報告されている

(Takarada、2003)0

これまでにも、ラグビーを題材にした学術研究は数多

く行われているが、ラグビー選手の筋損傷の程度とパフォー

マンスを比較検討する研究は行われていない。一般にラ

グビーはサッカーなどと同様に、複合スプリント競技

(短いダッシュが繰り返し行われる競技)に分類される

が、ラグビーの最大の特徴は、強烈なタックルに代表さ

れるような、激しい接触プレーが頻繁に行われることに

被検者特性

FRONT-LOW SECOND-LOW BACK-LOW 

(n= 4) (n= 3) (n= 5) 

20.8 j: 0.96 21.7 j: 1.53 20.4 j: 1.34 

171.6 j: 4.32 188.6 j: 2.57 170.7 j: 6.30 

98.7 j: 11.18 97.0 j: 10.82 79.3 j: 8.78 

20.6 j: 0.78 18.1 j: 3.87 16.2 j: 3.21 

20.3 j: 1.82 17.8j: 5.27 13.1 j: 3.86 

78.4 j: 9.44 79.2 j: 6.20 66.2 j: 4.97 

585 j: 113.27 490.5 j: 51.62 459.8 j: 15.01 

あるo そこで激しい接触プレーをともなったラグビーに

おいて、選手の身体に及ぼす影響を明らかにする為に、

ラグビー選手の中でもゲーム中のポール獲得に関わり活

動量や激しい接触が多いフォワード選手の試合後のダメー

ジ(筋損傷)の程度について調査し、さらに筋損傷とゲー

ム貢献度との関連性について分析することを目的とした。

[方 法]

1 .対象

調査・研究対象は F大学ラグビ一部フォワード選手

12名であるo これらの選手のポジションは、プロップ

(PR) 3名(内リザープ 1名)、フッカー (HO) 1名、

ロック (LO) 3名(内リザープ1名)、フランカー (FL)

4名(内リザープ 2名)、ナンバーエイト (NO.8) 1 

名で、身体特性は表 1の通りである。研究は、平成17年

度九州学生ラグビーリーグ順位決定トーナメント決勝、

FK大学との公式試合を対象とした。

2.筋鍋傷の指標

筋損傷の指標として血中の myoglobin及び CPK(血

中クレアチン燐酸酵素)濃度を測定した。採血は、ウォー

ミングアップ直前を安静時とし、試合終了直後、 45分後、

24時間後の合計4回行った。血液は、座位安静を保った

被検者の前腕肘静脈より 5mlずつ採取し、それぞれ用

意された真空採血管に分注し直ちに氷冷した。 24時間後

の採血は、試合終了時間より 24時間後とした。前腕肘静

脈血をプレイン加真空採血管に採取し、 14t、3000回転

で10分問、遠心分離し、血清のみをピペットチュープを
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表 3 Power Analysisによる貢献度分析表

攻 撃 (Attack) 防 御 (Defense) ハンドリング (Handling)

突破 2P 

lvsl結果 ドライブ'f1'倒 lP 

倒れた/持l出 O.5P コンタクト

フ ン ポップ/リップ成功 lP 

タックル

連続性 lP 

ボール継続

遅続性 O.5P 

ターンオーバー -2P タックル後

ポップ/リップ 1.5P 

ポールJ:仕事(速) 2P 

成功
成功 ボール上仕事(遅) 1.5P アシスト

サポート

ポール外仕事(速) lP 失敗

ポール外仕事(遅) O.5P 

失敗 不機能 -O.5P T.O 

サポート

成 功

失 敗

庁竺~~~gI些in ___ CK(CPK) I 

800 1 1000 

k 800 事恨15 X 8 当国400 

〆 600 
200 

400 

200 

-400 一一一一一一司_..邑 -ι-- 唱~ 唱-・回圃圃圃_. ~~ 0 

rest after 0 after 45' after 24h 

Time 

図1 対象試合における Myoglobin，CPKの変動

用いてチュープに分注したものを、 SRL社に分析依頼

した。

3.ゲーム貢献度分析

Power Analysis (株式会社 NTTデータ三洋システム)

により、試合中の攻防場面における各選手のボール関与

について個人分析(表 3)を行い、分析結果から出され

たゲームへの貢献度を試合中の活動として相対的に評価

した。

圧倒/押出 2P 成 功 1.5P 

投げ

倒した lP パス 失 敗 O.5PI 

ドライブされる O.5P 受け 失敗 O.5P 

ヒットしたが掠かれた ーlP 成 功 lP 

キック

ヒットもせず抜かれた ーlP 失 敗 ーlP

自らターンオーバー 2P 成功 lP 

キック受け

すばやく次の局面 lP 失 敗 ーlP

I~J らかに遅い ーlP 成功 lP 

ラインアウトスロー/リフト

相手に圧力 lP 失 敗 -lP 

倒れずにボールに絡む lP ターンオーバー 2P 

アシストしたが倒れた O.5P ラインアウトキャッチ 成功 lP 

ピック/ジャッカル成功 2P 失敗 -lP 

クリーンアウト 2P ペナルティ (Penalty) 

リップ/パスカット 2P アタック時のペナルティ -2P 

ポップパスを防ぐ lP デイフェンス時のペナルティ -2P 

不要コミット ーlP

4.統計処理

対応のある t検定を用いて試合前後の筋損傷の程度

(血中 myoglobin濃度と CPK活性の変化より)を比較検

討したo 各選手の採血結果における測定値と Power

Analysisによる分析値及び形態測定による測定値との関

係を検討するためにピアソンの相関係数をそれぞれ算出

した。また統計処理における有意水準は 5%未満とした。

[結果】

1 .血中 myoglobin濃度と CPK活性

図 1に示すように、試合後筋損傷の指標である血中

myoglobin 濃度及び血中 CPK活性は 1%水準で顕著に

増加した。 FW選手の平均は、血中 myoglobin濃度にお

いて、試合終了45分後369.5:t209.17 ng/ml、また血中

CPK活性においては、試合終了24時間後556.9:t 289.46 

IU!lにそれぞれ最大値となったoまた選手ごとの結果

(表 4参照)から、血中 myoglobin試合終了後45分で

NO.8の選手が750ng/ml、CPKにおいて試合終了24時

間後に HOの選手が1154IU!lでそれぞれ最高値を示し

た。
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表 4 試合前後における各選手の筋損傷の程度

Myoglobin漉度 (ng/m!l
resl afterO after4S' after24h 

D.S 50 
T.T 30 
K.H 36 
Y.K 63 
S.K '19 
Y.w 52 
H.N 36 
S.U 43 
S.N 62 
S.N 62 
Y.T 44 
Y.T 57 

AveraQe '18.7 
SD 11.15 

2 ゲーム貢献度分析結果

i) FW選手の貢献度分析

320 350 

450 540 

1'10 120 
510 620 

370 530 

430 300 
'170 420 
590 750 
260 340 
180 230 
110 140 
95 9'1 

327.1 369.5 
168.61 209.17 

I~I 2に示すように、 PowerAnalysisによるゲーム訂

H此Jil'分析の中古来、対象試合において FWj握手のアタ γ

ク íli猷皮 ( ラン、攻熔サポー ト ~~'r)が日〈 、デイフェン

スUI猷Jj[ (デックJレ、防御アシ旦ト等)の4I;~以 tの得

点がみられた。

スタートメンバーとして山.tJhした 8八をポジション別

で比較した場合、 総合貢献度においてセカンドロ ー

(LO)のfi献度が64.75'"8.13 ptsとt.'j<、7ロントロー

(PR， HO)のお献度が33.83'"23.30 ptsとi止いこ とが示

された。 アタック ilil~肢においてもセカンドロー (LO )

のl'ti1ikJ.且が52.25'" 5.30 ptsと日 〈、特に攻l';!サポート

のJ(I猷肢が36.75'"1.06 ptsと向いこ とが示された。デイ

フェンλu献度においては、セカン ドロー (LO)が

10.5"'0.71 ptsとパァ 7ロー (FL，NO.8 )のj'iiliU正が

10.33'" 5.69 pts と t~'-' 、ことが示された。

またl災14に示すように HOでIJ¥場した選手の'il.f立l時1111

当たりの総合l'.iI!il;肢が試合開始60分II¥Jに比べて、後半20

分以降低下する紡処となった。

i i )筋損傷と貢献度との相関関係

表 5に示すように対象試合において、筋JllfHと各耳1日

Ilij(こ?JJiい#JI!則関係が認められた。試合終了45分後のJfll中

myoglobin 他と 総{~点 iliJU止、アタ ッ夕食!被度、デイフェ

ンス j'ìiiik度、タッ 71レ数 . 出場 11寺 Illl と の InJに 1 %水i~~\の

治立な相l出関係がi認められた。また試合終了2'llh¥'ll1l後の

1111'1' CPK活情他とアタ ックu献度、攻mサポートとの

1111に 1%水準で抗意な相l地関係が認められた。

44 
71 
33 
100 
65 
88 
53 

50 
昨l

44 
47 
59.9 
20.26 

(pts) 
100 
90 
80 
70 

60 
50 
40 
30 
20 
10 
o 

-10 

CPK活性 (IU/I)

resl afterO after4S' after24h 
212 320 340 359 
399 717 778 1J54 
279 363 36'1 290 

279 471 500 932 
186 378 425 673 
385 567 567 727 
278 385 415 536 
283 541 619 
379 543 56'1 460 
324 416 H2 1143 

278 336 350 336 
228 277 290 216 
292.5 442.8 468.7 556.9 
68.24 127.81 1'11.27 289.46 

_AlI総合 DAl-Tot.a1攻!lI合計 図0..1Tote'防御倉ItロH.ndhnlハンドリJ グ

Front-llrN R・Serve
図2 対象試合におItる総合貢献度 (TolalConlribulion Level) 

(m.n) 

ao 

70 

6c 

50 

唱。

" 
20 

10 

。

四各選手の民倉幽喝斡間

、息S TT K少也L三~~三虫色" 三"ユLユエ
Front-Low SecondトLow Back-Low Rescrvc 

図3 各選手の試合出場時間

S友会開始個分間・0'-60・
後半20分以降

ロ60'-自O'

o 0.2 0.4 0.6 0.8 
pts/min 

しかし、筋tlH拐と形態(10特性である体脂肪キ (Myo:r=

0.275，CK:r=O.l55)や除脂肪体m(Myo:r=0.123，CK:r= 

0.090)とのIIIJに何ら|則係は見られなかった。 図 4 HO選手の単位時間当たりゲーム貢献度推移比較
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表5 試合終了45分後の myoglobin値及び、試合終了

24時間後の CPK値と各項目問との相関係数

.P<O.05 "P<O.Ol 

Myoglobin after45' (n=12) CPK after24h (n=ll) 

総合貢献度 0.855牟$ 0.720・
アタック貢献度 0.849牟寧 0.739・・
デイフェンス貢献度 0.847** 0.573 

攻撃サポート 0.661事 0.793*事

タックル数 0.731事本 0.370 

出場時間 0.865** 0.709事

体重 0.194 0.102 

体脂肪率 0.275 0.155 

除脂肪体重 0.123 0.090 

間欠式Dow官・Runテスト -0.206 -0.195 

[ 考察 }

IRB Onternational Rugby Board)理事会は2008年8

月 1日からすべてのレベルの試合において特定の実験的

競技規則 (ELV)を世界規模で試験的に導入することを

承認した。この ELVの導入は、従来日本チームが得意

としていた、 22mエリア内からのロングキックによる

地域獲得や、ラインアウト時におけるモール攻撃を施行

できないことから、世界水準における図内競技レベルの

低下が懸念された。それは日本人が持つ体格的なハンデイ

を如何にして取り除き、体格に勝るチームに勝利するか

を考慮した時、直接ぶつかり合うことの無いキックによ

るロングゲインや多種多様なラインアウト時の戦略によ

り活路を見出すことが自然な成り行きだったからと

言える。

一方、ラグビー競技において80分間の試合を戦えるフィッ

トネスを持つことは個々人の競技力向上のみならず、日

本が世界のトップと対等に渡り合う為に必要不可欠とさ

れている。現在日本チームが抱える問題としては試合の

後半、選手たちの疲労がピークに達しプレーが正確に遂

行されずミスや反則を犯し失点に繋がる、また相手選手

と比較した時に白チームの明らかな体力的消耗が見て取

れることが問題となっている。先行研究では、 トレーニ

ングの習慣化が運動後の損傷に対する筋の抵抗力を増大

させ、損傷した場合でも、その修復過程を促進すると報

告している (Vincent、1997)0このことから、ラグビー

における筋損傷を軽減させる、あるいは修復過程を促進

するためには、タックルやオーバーといったコンタクト

プレー、また高強度な伸張性筋収縮運動を日頃の練習に

取り入れ、筋の抵抗力を増大させることが試合における

高水準のパフォーマンス発揮につながると考えられるo

ラグビーではこのように試合の戦い方はもちろんのこと、

様々な体力学的観点から選手たちのフィットネスやプレー

を考えることが必要であると言える。

1 .試合における筋績傷

筋損傷の指標として血中 myoglobinとCPK活性の測

定を、安静時、試合終了直後、試合終了45分後、試合終

了24時間後の計4回行い、スタートメンバーとして出場

した選手とリザープ選手を合わせた12名において平均値

を算出したところ、血中 myoglobinは試合終了45分後

(369.5:!: 209.17 nglmI)、 CPK活性では24時間後 (556.9:!:: 

289.46 IU/I)に最大値となった。この結果は社会人ラグ

ビー選手15名を対象として行った血液動態の試合後の推

移 (Takarada、2003) と類似するものであった。また、

ラグビーは大きな筋損傷を引き起こし、その程度はタッ

クル数と密接に関係しており、筋損傷の原因がダッシュ

なとeの試合中の断続的かっ高強度なパワー発揮やタック

ル時の身体への直接的な衝撃であると報告されている

(Takarada、2003) ことからも、本研究における対象試

合において大きな筋損傷が同様に引き起こされたと考え

られる口

また対象試合において、後半20分にスタートメンバー

として出場していた HO選手が左右両方の大腿四頭筋群

に激しい筋痛を伴い、同選手の試合終了直後、 45分後、

24時間後の CPK活性は、それぞれ717IU/l、 778IU/l、

1154 IU/lと高い値を示した。この高い CPK値は、筋痛

を伴うまでにタックルやオーバーの他にスクラムやモー

ルといったフォワード選手特有の高強度な筋収縮運動に

よって引き起こされたと考えられるo さらに同選手は後

半20分過ぎ、つまり筋痛を引き起こした以降のパフォー

マンスが著しく低下したことを主観的に感じており、そ

れは PowerAnalysisによるゲーム貢献度分析からも同

選手の後半20分からのパフォーマンスが低下したことを

客観的に示している。

これらの結果は他のスポーツと比較してラグビーの試

合が行われるにあたって、試合中に引き起こされる筋損

傷の程度が選手のゲーム貢献度(パフォーマンス)に大き

く関係していることを示唆するものであるo

2.ゲーム貢献度分析

i )試合における FW選手のパフォーマンス

対象試合においてフォワード選手はパックス選手の

1.5倍以上の総合貢献度となった。この結果は対象試合
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のポール争奪及び地域争奪において、フォワード選手が

果たした役割が非常に大きかったと考えることができる。

また、アタック貢献度が高く、デイフェンス貢献度の 4

倍以上の得点であったことから、終始マイボールを確保

し、ボールポゼッションの上で F大学が優位だったと

考えられる。

フォワード選手をポジション別に比較したところ、総

合貢献度においてセカンドロー (LO)、パックロー

(FL， NO.8)の貢献度が高く、フロントロー (PR，HO) 

が低い値を示した。ラグビー競技において、プレーの始

まりはセットブレーカ冶らである。たいていのセットプレー

では、フロントロー (PR，HO)が最前列(相手との接

点)でプレーしており、そのプレイクダウンの遅れが総

合貢献度の差になった 1つの要因だと考えられる。具体

的には、セットプレーにおいて、セカンドロー (LO)、

パックロー (FL，NO.8)のように中盤もしくは、最後

尾に位置している場合、ボールの球出しが起こってから

プレイクし、次にポールがどこに動くかを瞬時に判断で

き、ポール周辺に早いサポートができるということであ

るo フロントロー (PR，HO)の場合は、最前列からの

プレイクダウンとなり、結果的に状況判断がおくれると

考えられる。また各選手の有酸素性作業能力の違いも対

象試合における総合貢献度の違いに関係しているものと

考えられる口

すなわち、フォワード選手は有気的、無気的能力に優

れることで短時間の高強度な活動を間欠的に発揮でき、

その結果、より多くのコンタクト局面に参加できること

が報告されている(野上、 2006)0 フロントローの選手

のようにスクラムやモールにおいて大きな筋力発揮が必

要とされるポジションにおいては体格的な要因が有気的、

無気的能力に影響することはもちろん、試合におけるゲー

ム貢献に大きな差をつくると考えられる。

ii)筋損傷と貢献度との関係

試合終了45分後の血中 myoglobin値、試合終了24時間

後の CPK活性とゲーム分析における総合貢献度との関

に有意な相関関係が認められた。これは対象試合におけ

る貢献度が高い選手ほど、筋損傷の指標である血中

myoglobin濃度、血中 CPK活性の試合後の変化が大き

いことを意味している。対象試合における各個人のパフォー

マンスでは、貢献度が高い選手はタックル、オーバーと

いった相手との接触プレーあるいはダッシュやターンと

いった高強度な伸張性筋収縮運動や動作を繰り返し行っ

たことによって筋損傷が引き起こされたと考えられる。

これは前述したように、貢献度の高い選手が貢献度の低

い選手に比べ、より多くのコンタクト局面に参加してい

たことが考えられ、その結果相手との身体接触により筋

損傷が引き起こされたということであるo

Power Analysisを用いた分析から得られた各選手の

総合貢献度は試合中の攻防場面における選手のボール関

与の指標である。したがって、攻防戦で繰り返されるコ

ンタクトプレーの他、ランニングやキッキングあるいは、

ハンドリングやペナルティについても含まれている。こ

こではハンドリングやペナルティといった項目が筋損傷

に直接関与するとは考えにくいことから、上記項目を除

外した貢献度との相関関係についても比較検討した。そ

の結果、各選手のアタック貢献度やデイフェンス貢献度

においても同様に相関関係が認められた。特に攻撃サポー

トやタックル数及び防御サポートと高い相関関係が認め

られたことから、相手との接触における筋自体への直接

的な打撃(外因性の要因)が筋損傷を引き起こした可能

性が高いと考えられる。また対象試合において攻撃貢献

度の得点が防御貢献度の 4倍以上の得点であったことか

ら、直接的な打撃よる筋損傷の要因としては、攻撃サポー

ト時のオーバー及び相手タックルを受けた際の損傷であっ

たと考えられる。

iii)筋損傷と出場時間との関係

血中の myoglobin濃度、 CPK活性の変動において、

出場時間との聞に有意な相関関係 (Myo:r=0.865， 

CK:r=0.709)が認められた。出場時間が長いほど、選

手逮は試合におけるプレー発揮時間が長くなるo その結

果ゲーム貢献度も高く、タックルやオーバーなどによる

筋損傷の蓄積があったものと考えられる。

3.今後の可能性

ラグビー競技におけるコンタクトプレーが筋自体に及

ぼす影響について研究してきた。筋損傷の要因としては、

タックルやオーバーによる直接的な筋へのダメージと、

高強度な運動時の筋自体への強い収縮力によるものと考

えられる。ゲーム貢献度の高い選手は筋損傷も大きい結

果となったが筋損傷も過度になるとパフォーマンス低下

を招来することになると考えられるo トレーニングの習

慣化が運動後の損傷に対する筋の抵抗力を増大させ、損

傷した場合でも、その修復過程を促進することが報告さ

れている (Vincent，H.K and Vincent， K.R、1997)。こ

のことから、ラグビーにおける筋損傷の影響を軽減する

ためには、タックルやオーバーといったコンタクトプレー、

あるいは高強度な伸張性筋収縮運動を日頃の練習に取り

入れ、衝撃に対する筋の抵抗力を養うことが高水準のパ

フォーマンス発揮に重要な要素であると考えられる。ま

たダメージを受けない攻撃、防御技術のトレーニングも、
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80分間安定したプレーを発揮するために重要な要素であ

ると考えられる。

【総括】

ラグビーの試合におけるフォワード選手の筋損傷の程

度とゲーム貢献度との関連性について検討する為に、大

学ラグビ一部フォワード選手12名を対象に、筋損傷の程

度を血中の myoglobin濃度と CPK活性を分析し、 Power

Analysisによって分析したゲーム貢献度との関連性を検

討し、以下の結果を得た。

1 .試合後の血中 myoglobin濃度と血中 CPK活性

i )各ポジションにおいて、血中 myoglobin濃度は試合

終了45分後、血中 CPK活性では、試合終了24時間後

に最大値となった。

u) ポジション別ではセカンドロー (LO)が高い値を示

した。

出)試合終了45分後の血中 myoglobinでNO.8の選手が

750nglml、試合終了24時間後の血中 CPK活性で HO

の選手が11541U/lで最高値を示した。

2. Power Analysisによるゲーム貢献度分析結果

i) FW選手のアタック貢献度が高く、デイフェンス貢

献度の4倍以上の得点がみられた。

u)スタートメンバーとして出場した 8人をポジション

別で比較した結果、総合貢献度においてセカンドロー

(LO)の貢献度が高く、フロントロー(PR，HO)の貢献

度が低いことが示された。

3.筋損傷と貢献度、出場時間、 LBMとの相関関係

i )試合終了45分後の血中 myoglobin値と総合貢献度、

アタック貢献度、デイフェンス貢献度、タックル数、

出場時間との間に 1%水準の有意な相関関係が認めら

れたo

u)試合終了24時間後の血中 CPK活性値とアタック貢

献度、攻繋サポートとの聞に 1%水準で有意な相関関

係が認められた。

出)血中 myoglobin、血中 CPK活性の最大値と体脂肪率

や除脂肪体重との聞には何ら関係は見られなかったo
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九州体育・スポーツ学会事務局

1 .九州体育・スポーツ学会第59回大会について

2010年九州体育・スポーツ学会第59回大会へのご案内

九州体育・スポーツ学会第59回大会は、 2009年8月28日(土)、 8月29日(日)の両日、鹿児島女子短期大学(鹿児

島県)で開催されます。

詳しくは、大会実行委員会の鹿児島女子短期大学から配信(あるいは郵送)される大会要項、研究発表申し込み要項

あるいは学会ホームページをご覧下さい。

なお、第55回大会 (2006年)から従来の大会号の書式を大幅に変更し、大会号は発表要旨だけの簡素な形になってい

ます。

また、発表抄録(発表後)は、印刷原稿と MS-WORD形式のファイルを提出していただきます。印刷原稿は学会当

日に学会事務局受付に、ファイルは大会終了後 1週間以内メール(添付ファイル)にて学会事務局(下記メールアドレ

ス)に提出して下さい。

抄録は、機関誌 f九州体育・スポーツ学研究j第25巻 1号に掲載します。詳しくは、配布の大会要項あるいは学会ホー

ムページをご覧下さい。

九州体育・スポーツ学会会長 金崎良三

大学院学生の皆さんへ

九州体育・スポーツ学会第59回大会参加と研究発表のすすめ

標記学会大会は、本年 8月28日(土)、 8月29日(日)鹿児島女子短期大学(鹿児島県)を会場として開催されます。

前日からのセミナーを含めて、学会企画シンポジウム、専門分科会シンポジウム、一般研究発表(口頭、ポスター)、

ラウンドテープル・デイスカッション、スチューデント・セッションなど、多様なプログラムを準備しています。

九州体育・スポーツ学会では学会大会開催をはじめ、機関誌『九州体育・スポーツ学研究jの刊行、課題研究助成な

どの事業を行っています。

ぜひ、九州体育・スポーツ学会第59大会で研究発表され、機関誌へも奮って研究論文をご投稿下さい。

また、日本学生支援機構学資金の返還免除制度が既に2006年度からスタートしていることをご存じのここと思います。

大学院在籍期間の研究業績(学会発表、投稿論文)が点数化され、各大学で定められた評価基準をもとに日本学生支援

機構に申請がなされ、優秀な大学院学生には奨学金の返還免除が受けられます。本学会における発表や論文は、この制

度における研究業績にもなります。

九州体育・スポーツ学会会長 金崎良三

ll. 九州体育・スポーツ学研究第25巻への投稿について

九州体育・スポーツ研究第25巻への投稿をお願いします。原稿送付先は、学会事務局(熊本大学保健体育科)です。

干860-8555 熊本市黒髪 2丁目40-1 熊本大学保健体育科「九州体育・スポーツ学会事務局長 則元志郎」宛にお送



18 九州体育・スポーツ学研究第24巻第2号平成22年4月

り下さい。

投稿は年間を通じて受け付けています。投稿原稿送付先が学会事務局事務局長宛となっておりますので、ご注意下

さい。

会員の皆様には、投稿のご準備をお願いいたします。

編集委員会委員長 田中宏暁(副会長)

rn. 2010年度九州体育・スポーツ学会課題研究助成の募集について

研究推進委員長 井上勝子

2010年の課題研究助成について、以下の囲みの要項に基づき募集いたします。

課題研究テーマ「身体活動・運動の効果に関する研究J

(2010年度九州体育・スポーツ学会課題研究募集要項〉

1 .応募申請者の資格

九州体育・スポーツ学会所属の会員であることo

共同研究者もこれに準ずること o

2.応募方法

課題研究応募申請書で応募することo

申請書の請求、送付、問い合わせ等はすべて以下のメールで行う o

なお、応募用紙は Word形式で送付すること

応募先:事務局長・則元志郎(熊本大学)

norimoto@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

3.応募〆切日

2010年5月31日とするo

4.選考方法

九州体育・スポーツ学会研究助成施行細則による。

ただし、選考は 4件以内とする。

5.選考結果の通知

2010年8月上旬までに本人あてメールで通知する。

6.助成の金額

総額で40万円とする。

7 .研究成果の報告

助成を受けた団体・個人は、翌年度の九州体育・スポーツ学会において成果を報告し、 2年以内

に『九州体育・スポーツ学研究jに掲載しなければならない。

8.留意事項

① 原則として研究は、一度の報告で結論、主張がまとめられていること o

② 応募は研究者 1名につき 1件のみとする。

③ 提出された申請書は返却しない。

④ 本年度の課題研究テーマ:r身体活動・運動の効果に関する研究」

⑤ その他の自由研究課題も受け付ける。
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N.通信方法・情報提供等について

今後の通信方法や情報提供等は下記の電子化(メールとホームページ)していく計画です。

現在メールアドレス登録をされている方が85%を超えています。

学会事務局メールアドレス E-mail: norimoto@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

学会ホームページ URL http://www.noriyam.atnifty.com/-home/Q・taispo/index.html

まだ、メールアドレスを登録されていない方は、上記学会メールアドレスにて登録をお願いします。

v.九州体育・スポーツ学会 理事会報告

日時:2009年9月5日 8 : 30-10 : 00 

場所:崇城大学

開会挨拶:金崎会長

大会委員長挨拶:山内洋一大会委員長(崇城大学)

定数が確認され、理事会の成立が確認された。

{報告事項1
1. 2008年度活動報告

1 )総務委員会(大柿理事長)

2 )大会企画委員会(橋本副会長) (資料N(14)

3 )研究推進委員会(井上副会長)

4 )編集委員会(田中副会長)

5)学会事務局(則元事務局長)

2. 日本体育学会総会報告(橋本副会長) (資料Nn1 ) 

3.新入会員について(則元事務局長) (資料Nu2) 

4. その他

[協議事項1
1 .研究助成施行細則の一部改正について(総務委員会)

井上副会長より、資料Nn3に基づき説明があり、承認された。

2.名誉会員の推薦について(総務委員会)

19 

大柿理事長より、資料Nu4に基づき説明があり、徳永幹雄先生、佐久本議代先生の 2名が推薦され、承認された。

3.功労賞の推薦について(総務委員会)

大柿理事長より、資料Nu5に基づき説明があり、山本勝昭先生が推薦され、承認された。

4. 2009年度九州体育・スポーツ学学会賞等について(学会賞選考委員会・研究推進委員会)

井上副会長より説明があり、学会賞、奨励賞ともに「該当者なしJであることが承認された。

5. 2009年度研究助成の推薦について(選考委員会)

井上副会長より、資料Nu7に基づき説明があり、課題研究 1件、一般研究 2件が推薦され、承認された。詳細は以

下の通り o

課題研究 1 藤原大樹氏(九州大学大学院人間環境学府)

「小学校環境を用いた子どもの身体活動推進のための介入プログラムの開発と実践」

一般研究 1 河津慶太氏(九州大学大学院人間環境学府)

「スポーツチームにおけるチームパフォーマンス予測モデルの研究J



20 九州体育・スポーツ学研究第24巻第2号平成22年 4月

一般研究 2:笠井妙美氏(東海大学体育学部)

「大学体育における知識・能力の形成J

6. 2008年度会計決算・監査(事務局)

中川会計担当より、資料No8に基づき説明があり、引き続き柿原一貴氏より監査報告があり、承認された。

7. 2010年度事業計画(案) (事務局)

則元事務局長より、資料No9に基づき説明があり、承認された。

8. 2010年度予算(案)について(事務局)

中川会計担当より、資料No10に基・ブき説明があり、承認された白なお、来年度よりホームページ維持費を項目立て

ることとなった。

9. 2010年度 第59回学会大会の主管大学および期日について(大会企画委員会)

大柿理事長より、鹿児島・鹿児島女子短期大学にて 8月28日(土)・ 29日(日)に開催されることが報告され、承

認された。

10. 2011年度 第60回学会大会の開催地区(沖縄地区)について(総務委員会)

大柿理事長より、沖縄県が開催県となることが提案され、了承された。

11.九州体育・スポーツ学会60周年記念誌発刊について(総務委員会)

金崎会長より、発刊にあたって編纂委員会を立ち上げ、発刊計画を作成することが提案され、承認された。

12.理事の交替時期の移行措置について

橋本副会長より、資料Nollに基づき説明があり、承認された。なお、新理事の任期は実質 1年間であることについ

て、新理事に理解を求めることとなった。また、次期事務局の任期は 3年間であることが承認された。

13.博士論文梗概の「九州体育・スポーツ学研究」への掲載

橋本副会長より、資料No12に基つ'き説明があり、承認された。

14.その他

(1) 九州体育・スポーツ学会2010・2011年度理事について(事務局)

則元事務局長より、資料No13に基つeき説明があり、承認された。なお、次期事務局の任期は 3年間であることが

再度確認された。

(2) 近隣諸国との学術交流について

橋本副会長より提案があり、総務委員会で検討することとなった。

(3) 事務局会計担当が、諸般の事情により中川保敬氏から熊本大学の井福裕俊氏に交替することが報告され、承認された。

VI.九州体育・スポーツ学会総会報告

日時:2009年9月5日 13 : OO~ 

場所:崇城大学

大会会長挨拶:厚山健次氏(代理、崇城大学学生部長)

開会挨拶:金崎会長

議長選出:金崎会長

定数が確認され、総会の成立が確認された。

{報告事項】

1. 2008年度活動報告

1 )総務委員会(大柿理事長)

2. 日本体育学会報告(橋本副会長) (資料No1 ) 

3.新入会員について(事務局) (資料No2) 

4.その他
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[協議事項}

1 .研究助成施行細則の一部改正について(総務委員会)

大柿理事長より、資料Nn3に基づき説明があり、承認された。なお、助成金の配分については、研究推進委員で検

討することとなった。

2.名誉会貝の推薦について(総務委員会)

大柿理事長より、資料Nn4に基づき説明があり、徳永幹雄先生、佐久本議代先生の 2名が推薦され、承認された。

3.功労賞の披薦について(総務委員会)

大柿理事長より、資料Nn5に基づき説明があり、山本勝昭先生が推薦され、承認された。

4. 2009年度九州体育・スポーツ学学会賞等について(学会賞選考委員会・研究推進委員会)

井上副会長より、資料Nn6に基づき説明があり、学会賞、奨励賞・ともに「該当者なしJであることが承認された。

5. 2009年度研究助成の推薦について(選考委員会)

井上副会長より、資料Nn7に基づき説明があり、課題研究 1件、一般研究 2件が推薦され、承認された。詳細は以

下の通り。

課題研究藤原大樹氏(九州大学大学院人間環境学府)

「小学校環境を用いた子どもの身体活動推進のための介入プログラムの開発と実践J
一般研究 1 河津慶太氏(九州大学大学院人間環境学府)

「スポーツチームにおけるチームパフォーマンス予測モデルの研究」

一般研究 2:笠井妙美氏(東海大学体育学部)

「大学体育における知識・能力の形成」

6. 2008年度 会計決算・監査について(事務局)

中川会計担当より、資料Nn8に基づき説明があり、引き続き柿原一貴氏より監査報告があり、質疑応答の後、承認

された。

7. 2010年度事業計画(案) (事務局)

則元事務局長より、資料Nn9に基づき説明があり、承認された。

8. 2010年度予算(案)について(事務局)

中川会計担当より、資料Nn10に基づき説明があり、承認された。

9. 2010年度 第59回学会大会の主管大学および期日について(大会企画委員会)

大柿理事長より、鹿児島・鹿児島女子短期大学にて 8月28日(土) ・29日(日)に開催されることが報告され、承

認された。

10. 2011年度 第60回学会大会の開催地区(沖縄地区)について(総務委員会)

大柿理事長より、沖縄県が開催県となることが提案され、了承された。

11.九州体育・スポーツ学会60周年記念誌発刊について(総務委員会)

金崎会長より、①60周年記念誌を発刊すること、②発刊にあたって編纂委員会を立ち上げ、発刊計画を作成するこ

とが提案され、承認された。

12. 理事の交替時期の移行措置について

橋本副会長より、資料Nn11に基づき説明があり、承認された。

13. 博士論文梗概の「九州体育・スポーツ学研究Jへの掲載

橋本副会長より、資料Nn12に基っ・き説明があり、承認された。

14. その他

(1) 九州体育・スポーツ学会2010・20日年度理事について(事務局)

則元事務局長より、資料Nn13に基つeき説明があり、承認された。

(2) 功労賞の表彰

山本勝昭先生の紹介と賞状の贈呈。

(3) 次期(第59回大会)大会主管大学の挨拶

代表して大村一光氏が挨拶。
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2008 (平成20)年度一般会計決算

収入の音1¥ 3，036，375111 -支出の古1¥ 2，410，912円 残金の音1¥ 625，463円

収入のi111

文出の昔1¥

î~ 事I 自 2008ヨユ11 2008決n 備 考 I骨減(予算決算)
1. tJf務w 1.020.000 339，001 680999 

lJI務局経'1~ 520.000 201.284 318.716 

通人交向315件通e信繋密TYT Y 

150.000 96，470 庶務 ・会計・編集等作業謝金等 53.530 
90，000 57，000 33.000 

的括i折、紙等
‘....ー，

一一一....
90.000 0封、 JTJ 90.000 
90.000 20，728 69.272 

品'1~ 50，000 1.536 
会資返!lJ~'f

48.464 
50.000 25.550 24.450 

会議等絞y~ 500.000 137.717 362.283 

理怠ョF縦ホF務長集事季企聾会委μ画l些l三会香会割月!~会2 

150，000 45，750 ]0'1，250 
200，000 46，967 158，000 
30，000 42，000 -・・ ム 12，000
30，000 3.000 47，000 
90，000 。通信費等を含む 90，000 

2.事業費 1.100.000 1.07J.911 28.089 
刊行革主 500.000 601.911 ム101.911

機会事関i誌等刊I'IJ行行政'/~ 500.000 601，91.1 九州体育 スポーツ研究並行者 2@1 ム101，911
。 。 。

補助'i~ 600.000 470.000 130.000 

学H大P会会維補:u:持助巡費Y12t 1主

。 20，000 ム 20，000
500，000 400，000 100.000 
100，000 50.000 50，000 

4. ;補助金 300.000 500，000 6200，000 
補助金 300.000 500，000 6200.000 

分科会補究助助金 100，000 100，000 t('5 1--tí~5 分科会 2万I[Jx 5 。

課題研 成金 200，000 '100，000 ム200，000
5.HI立金 80.000 500.000 自~60回記念大会準備金 ム420.000

.flt立金 80.000 500，000 6420，000 
6予備費 50.000 。 50.000 

予備'/'1 50.000 。 50.000 
dEヨh 骨| 2.550.000 2，410.9121 
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2008 (平成20)年度特別会計決算

事i 自 金 暫l 自t 事e-

l 収入の部 前JgJ訂i立金額 260，634 曲川足宵'Ui官
利息 。手11.自

当iUJfI'[立金額 500，000 一般会計より繰入れ (60恒l記念大会準備金)

合計 760，634 

2 文11.1の部

当WJ総支1J:¥1Ji 。
J白'>.三川討 。

3.繰位の部 i次mJ繰越金額 760，634 

監査の結巣、現金、通帳、官1収惑が.この決~l お jffi りである ことを報告します。

2009j~ 8月25日

監査氏名

l{;iE1f.氏名

沖ロ

柿

孫バ庄 一等
原 ー す:③

一一 一一 ・ー

23 
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2010年度事業計画

(1) 庶務関連

1 )第59回大会の開催 (2010年鹿児島地区・鹿児島女子短期大学)

2)事務局ニュースの発行

2010年度第 1号 2010年 6月発行予定

2010年度第 2号 2010年10月発行予定

2010年度第 3号 2011年 3月発行予定

3 )機関誌の発行

(2) 諸会議の開催

「九州体育・スポーツ学研究」第25巻 第1号 (2010年10月発行予定)

「九州体育・スポーツ学研究j第25巻 第2号 (2011年 3月発行予定)

-総会の開催

2010年度 第59回大会時開催予定

-理事会の開催

2010年度第 1回理事会第59回大会時開催予定

-総務委員会の開催

2010年度 第 1困 2010年7月上旬開催予定

2010年度第2回 2010年 第59回大会前日開催予定

随時開催

-学会賞・優秀論文賞・奨励賞等選考委員会

-研究助成選考委員会の開催

-大会企画委員会の開催

2010年 度 第 1回 2011年 2月上旬開催予定

随時開催

-編集委員会の開催

機関誌発行に合わせて随時開催



収入の部

手k 項

1.会費
会費

2繰越金
繰越金

3雑収入

雑収入

支出の音!I
まよ 項

1.事務質

事務局経費

会議等経費

2.<11業費

刊行資

補助'!l(

4補助金

補助金

5.税立金
積立金

6.予備費
予備費

合

九州体育 スポ-"/学会'11務局ニュース

2010 (平成22)年度 一般会計予算

自

1入l'会会費金

繰越金

広体告育科{学也会補助金

その

自

交印人通刷件貨費費

i消諸昌信耗'/l(託品'i'i

-収入の音!I
.支出の音!I

2009年度

2，400，000 
2，400，000 
2，350，000 

50，000 
100，000 
100.000 
100，000 
50，000 
50，000 。
50，000 。

2，550，000 

2009年度

1.0200，000 
520，000 
150，000 
90，000 
90，000 
90，000 
50，000 
50，000 
500，000 

附辺総式福1曾会室集F会蚕傘事委i乏前員i会禿委会l日i会会L 

150，000 
200，000 
30，000 
30，000 
90，000 

1，100，000 
500，000 

機会報関等誌刊刊行行賀'/l( 
500，000 。
600，000 

大学会会補it助運営121t 500，000 
100，000 
300，000 
300，000 

分謀科題研会補究助助金成金
100，000 
200，000 
80，000 
80，000 

都立金 80，000 
50，000 
50，000 

予備校 50，000 
官十 2，550，000 ! 

2，550，000円

2，550，000円

2010年度 備 考一

2，400，000 
2，400，000 
2，350，000 

5l，，OOO00O円lq×× 45070名名
50，000 
100，000 
100，000 
lOO，OOO iiIj年度より繰越

50，000 
50，000 。
50，000 日本体育学会本部より。

2，550，000 

2010年度 備 考一

960，000 
460，000 
140，000 

8事智2会1喧一著1長者何返v安堕会却計替z等司川扱z一編手z53集全L 等作業謝金等
80，000 

コピー代等80，000 
80，000 
40，000 
40，000 
500，000 
150，000 

タ3交史地品質質1現卸1主主李会会舎会色d4声国誌合埋1設貨質安全をを含貧含むむむ
200，000 
30，000 

交iffljf通凪i むを含む30，000 
90，000 

1，000，000 
500，000 
500，000 九州fHr スポ ツ研究発行年2閲。
500.000 
400，000 自1'159回大会

100，000 
500.000 
500.000 
100，000 ~l~第 5 分科会 2万1"1x 5 
'100，000 
80，000 
80.000 
80，000 
10，000 
10，000 
10，000 

2550，000 
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増減(2010-2009)。。。。。。。。。。。。。

増減(2010-2009)
ム 60，000
ム 60，000
ム 10，000
ム 10，000
6 10，000 
ム 10，000
ム 10，000
ム 10，000。。。。。。
6100，000 。。。
ム100，000
ム100，000。
200，000 
200，000 。
200，000 。。。

ム 40，000
ム 40，000
ム 40，000。
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2010 (平成22)年度特別会計予算

項 目 金 額 1iii 考

1 収入の部 liiiJVJ積立金額 760，634 郵便預金
圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃 圃晶園田‘a 晶晶 a 晶a 晶晶 晶晶晶晶晶晶..晶圃 晶

利息 500 見込剖す}利息
晶a ・ a ・ ・a 園田“晶晶晶晶晶 晶晶晶晶晶晶目‘晶+・+・・ ・ 一一 ・・............. . . . . . . ・ ・F圃圃園田‘園田“

当JYHi't立金額 80，000 邸使預金

合言| 841，J34 
2 支出の告1¥ 当期総支出額 。

合計 。
3 繰越の部 |次期繰越金額 841，1341 
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研究助成施行細則の一部改定について

九州体育・スポーツ学会研究助成施行細則(改定)

新 |日

第 7条 研究助成候補団体及び個人の選出は 4件以内と 第 7条 研究助成候補団体及び個人の選出は 2件以内と

し、助成金は総額で40万円を上限とする。 し、助成金額は総額で40万円を上限とするo

改正の理由

1 .九州体育・スポーツ学研究への投稿を促進するため

これまで、研究助成を受けた研究の本学会学術誌への投稿が少なかったため、 2008年度に投稿の義務化を行った。

このことによって、今後は助成金受託者の投稿が増え、学会誌の充実が図られると考えられる。

2.研究助成金受託者の件数を増やすため

これまで、総額40万円の助成金を 2件以内とし 1件に20万円を授与してきた。しかし上記の理由から 2件以内を 4

件以内と改定し、受託者を増やし研究推進を図りたい。

理事の交替時期の移行措置について

学会大会から新旧理事を交代するため

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 

4月 9月 4月 9月 4月 9月 4月 9月 4月 9月 4月 9月 4月 9月

理事選挙(九州)I 選挙 | 選挙

代議員選挙(全国)I 選挙(1月) 選挙(1月)

規程の役割 11 H20・21 新理事会 1 1 H22・23 新理事会 11 H24・25 新理事会 | 

実際の役割 H20/21新理事会

変更

理事会議題 提出

移行措置

] l 

実施

H22.23 

新理事会

l 

平成21年度の理事会・総会に学会大会終了から新理事会が動くように提案する。

1 .実質スタートは平成23年度 9月から。

11 新理事会H24/25

大会一大会新旧理事会交替

H24，25 

新理事会

2.移行措置として、平成22年度と23年度の理事会は 1年間の実質任期となる

3. 23年度から実施するとなると、上記2について平成21年度の理事選挙のときにアナウンスする必要があるo つま

り、臨時理事会(メイル会議)前に決定する必要がある。
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2010・2011年度 役員

会長 金崎良三

副会長 橋本公雄 田 中 宏 暁 井上勝子

理事長 則元志郎

理事

榊原 i告晃 照 屋 博 行 柿山哲治

兄井 彰 西村秀樹 山下和彦

谷口勇一 品田龍吉 柳 敏晴

事務局 鹿児島地区 (2010年度-2013年度)

事務局長

庶務担当

会計担当

監 事 鹿児島地区会員

次期理事選挙

期 間平成21年6月5日-6月30日

開票日平成21年7月2日

開票場所:熊本大学保健体育演習室

原因奈名子

満 園 良 一

栗原 淳

選挙管理委員:則元志郎、錦井利臣、加藤健一、柿原一貴

開票結果

・発送数 399通(会費納入会員)

・返 信 70通(内、不在のため返送19通)

有効投票数667 (700の内、空白19・無効14)

選挙結果から獲得投票数の上位17位(計20名)

※辞退者 1名

構成員

斎藤篤司

桧 垣 靖 樹

田口正公

杉山佳生

中 西 純 司
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会則

第 1章 総 則

第 l条 本会は九州体育・スポーツ学会と称し、(社)日本体育学会支部をかねる。

第2条 本会は体育・スポーツに関する科学的研究をなし、体育学およびスポーツ科学の発展を図るとともに、体育・

スポーツの実践に寄与することを目的とする。

第2章事業

第3条 本会は第 2条の目的を達成するために次の事業を行う o

1 .学会大会の開催

2.機関誌「九州体育・スポーツ学研究Jの発行

3.研究会、講演会の開催

4.その他本会の目的に資する事業

第4条学会大会は毎年 1回以上開催する。

第3章 会 員

第5条 会員は、体育・スポーツ学あるいはこれに関連のある諸科学の研究者で本会の趣旨に賛同する者とする。

1 .本会の会員は正会員、名誉会員、学生会員(大学院生)とする。ただし、学生会員の資格は在籍期間とする。

名誉会員に関する事項は別に定める。

2. 本会に入会する者は、所定の入会申込書に、入会金1，000円を添えて事務局に提出しなければならない。

第6条 会員は所定の年会費を納入しなければならない。

第7条 会員は本会の行うあらゆる事業に参加することができるものとするo

第4章 役 員

第8条本会に次の役員をおく o

1 .会長 1名

2.副会長 3名

3.顧問 若干名

4.理事長 1名

5.事務局長 1名

6.理事 若干名

7.監 事 2名

8.事務局庶務 1名

9.事務局会計 1名

第9条 会長は本会を代表し会務を総括する。

1 .会長は理事会において会員の中から選出し、総会において承認を得る。選出方法は、別途定める。

2. 会長の任期は 1期 2年とし、再任の場合は連続2期 4年までとする。

第10条 副会長は会長を補佐し、常置委員会の長を務めるとともに、会長に事故がある時はこれを代行する。

1 .副会長は理事会において会員の中から選出し、総会において承認を得る。選出方法は、別途定める。

2.副会長の任期は 1期 2年とし、再任は妨げないものとする。

第11条理事長は本会の会務を統括する。

1.理事長は理事会で選挙により選出し、総会において承認を得る。選出方法は、別途定めるo

2.理事長の任期は 1期 2年とし、再任の場合は連続 2期4年までとする。

3.理事長は(社)日本体育学会九州支部長をかねる。
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第12条理事は会長が委嘱し、本会の会務を施行する。

1 .理事は会員の互選および会長推薦により選出する。選出方法については、別途定める。

2.理事は、常置委員会の中の大会企画、研究推進、編集の委員会のいずれかに所属し、会務を担当する。

3.理事の任期は 1期 2年、連続 2期4年までとする。ただし、退任 2年後に再任することができる。補欠による

任期は前任者の残任期間とする。

第13条 事務局長は本会の事務を統括し、事務局庶務および事務局会計はそれぞれ本会の庶務および会計を担当する。

1.事務局長、事務局庶務および事務局会計は理事会の承認を経て、会長が委嘱する。

2.事務局長、事務局庶務および事務局会計の任期は 4年とする。ただし補欠による任期は前任者の残任期間と

する。

第14条 監事は、本会の会計を監査する。

監事は本会事務局以外の会員から 2名選出し、会長が委嘱する。

第15条 本会に顧問をおくことができる。

1 .顧問は、理事会の承認を経て会長が委嘱する。

2.顧問は、理事会に出席し、本会の運営に対し指導・助言することができる。

第5章会議

第16条 本会の会議は、総会と理事会とする。

第17条 総会は本会の最高決議機関であり、毎年 1回以上会長が招集する。

1.総会は出席会員をもって構成する。

2.臨時総会は理事会において必要と認められたときに開くことができる。

第18条 総会は次の事項を審議決定する。

1 .会長、副会長、理事長および監事

2.事業報告および収支決算

3.事業計画および収支予算

4.会則および諸規定の改正

5.その他重要事項

第19条 理事会は、会長、副会長および理事で構成し、次の審議を行う o

1 .会長、副会長の推薦

2.総会に対する理事会の提案事項

3.総会から委任された事項

4.本会運営に関する事項

第20条 総会および理事会の議事は出席者の過半数をもって決定される。ただし会則の改正は出席者の 3分の 2以上の

賛成によって決定される。

理事会は理事の 3分の 2以上の出席(委任状を含む)をもって成立する。

第21条 監事はその年度の会計事務を監査し、理事会および総会において報告する。

第 6章委員会および専門分科会

第22条 本会の事業を推進するために、次の常置委員会をおく。委員会の構成および役割は別途定める。

1 .総務委員会

2.大会企画委員会

3.研究推進委員会

4.編集委員会

第23条 本会の事業を推進するために、課題検討委員会をおくことができる。

第24条 本会の研究活動を推進するとともに、会員の資質向上を図るために当面は次の専門分科会をおく。

第1分科会(原理、歴史、人類学、管理、心理、社会)

第2分科会(生理、バイオメカニクス)



九州体育・スポーツ学会事務局ニュース

第 3分科会(方法、教科教育、幼児教育)

第 4分科会(保健、発育発達、測定評価)

第5分科会(競技スポーツ)

31 

第25条 会員は 1つの専門分科会に所属し、事務局に届けるものとする。また各専門分科会に代表世話人(理事)を置

き、事務局に登録するものとする。

第 7章会計

第26条 本会の経理は会員の会費、寄付金およびその他の収入をもってあてるo

1 .会費は年額5，000円(ただし、学生会員は正会員の半額とする)とし、その年度の 4月30日までに納入するも

のとする。

2.本会の会計年度は、 4月1日から翌年 3月31日までする。

3. 2か年以上の会費滞納者は、会員としての資格を失うものとする。

第8章事務局

第27条 本会の事務を処理するために事務局をおく o

1 .事務局は事務局長、事務局庶務、事務局会計等によって構成する。

2.事務局長、事務局庶務、事務局会計は、理事会および総会において、必要な事務業務を行う o

3.事務局は事務局長の在籍大学に設置する。

4.事務局の所在は、鹿児島、沖縄、宮崎、福岡、大分、佐賀、長崎、福岡、熊本県の順とする。

附 則 1

本会の事務局は、熊本市黒髪 2丁目40-1 熊本大学教育学部保健体育科内におく o

附則2

この会則は、 2008年8月31日から施行するo



編集後記

九州体育・スポーツ学研究第24巻 2号をお届けします。今回は、総説 1編と原著論文 1編を掲載しております。

総説は、幼児の食生活問題について取り上げられています。知育・徳育・体育は、現代においても教育の重要

な3つの柱となっています。今日ではさらに「食育Jを加えて 4つの柱が必要であるといわれています。しかも、

この 4つの柱は別々に立っているのではなく、知育にも徳育・体育・食育があり、体育にも知育・徳育・食育が

あり、 4つの柱が横に結び付いて大きな 1本にすることが求められています。体育・スポーツにおいても取り組

むべき課題が多々にありそうです。

原著論文は、スポーツにおける身体の損傷度とゲームへの貢献度について研究されたものです。損傷度と貢献

度の両方ともその度合いを明確にすることと、その因果関係を特定することに腐心されたようです。

本学会誌は、論文の質の向上を図りながら年 2回の発行で速報性も保とうとしています。また、大学院生をは

じめ、若い研究者の方々の後押しの役割も担っています。ふるって投稿されますよう期待いたします。

最後に、本学会誌発行に当たり査読や編集にご協力いただきました先生方に心より感謝申しあげます。

編集委員会

田中宏暁( 委 員 長 ) 青 柳 領 磯貝浩久

山下和彦栗原 淳 谷口勇

Editorial Board 

H.Tan紘a(Editor-in-Chief) 

A.Kurihara 

O.Aoyagi 

Y.Tani思lchi

H.lsogai 

K.Yamashita 

(小原達朗)
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